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【校訓】 元気よく 仲よく 力いっぱい                  

主体性をもとめて 
 １０月より、火曜日を「宿題なしの日」とし、児童が思い思いに過ごすことで主体性を育もうと取り組んでおります。そして、3 年生以上の子どもたちに

アンケートに応えてもらったところ、次のような声をきくことができました。まず、一番多かった意見として、「自分の好きなことをして過ごしている」という

声でした。具体的には、「趣味（音楽、漫画、絵、体力づくり、スポーツ、読書、料理等）の時間」「お手伝い」「ペットとのふれあい」「自主学習」「ゲーム」

等がありました。次に多かった声としましては、「友達と遊ぶ時間が増えた」「家族（兄弟を含む）と過ごす時間が増えた」「時間にゆとりができ、

落ち着けるようになった」「寝る時間が増えた」「塾や習い事にゆとりをもって行けるようになった」等の声を聞くことができました。そして、少数で

すが、「変化はありません」という声もありました。結果から、多くの子どもたちが自ら考えて自由な時間を過ごすことで「主体性と自己実現」、ま

た、友達や家族とのふれあいの時間が増えることで「コミュニケーション力と絆」が培われているように思います。保護者の皆様には、引き続き温

かく見守っていただければと存じます。また、「主体性・自立性」がこれからの教育及び子どもたちが生きていく厳しい社会において、重要なキー

ワードになってくることは間違いないものと考えています。指示待ちではなく、自ら考え行動する児童の育成に一緒に取り組んでいきましょう。 

 

《10月 22日（金） 「音楽学習発表会」》 

  １年生のカスタネット奏では、順番

に奏でていくところと最後のかけ声が

よく合っていました。合奏では、それぞ

れの楽器で緊張しながらも頑張って

いる姿が印象的でした。    

２年生の合奏では、それぞれがミッ

キーになりきり、指揮をしっかりみて演

奏していました。カスタネット奏では、大きな動きとともにカスタネット奏

を体全体で楽しんでいました。 

３年生のリコーダー奏は、始めて半

年とは思えないきれいな音色でした。

合奏では、心を一つに最後までしっかりとリズムを刻んでいました。 

４年生のリコーダー奏は、一音一音

をしっかりと美しく奏でていました。合

奏では、難しい音の変化をそれぞれ

の楽器で頑張っていました。 

５年生のリコーダー奏は、なめらか

な旋律を上手に演奏していました。合

奏では、アフリカの大地を彷彿とさせ

るような迫力のある演奏でした。 

６年生有志の「神部っ子太鼓」で

は、気合いの入った和太鼓の響きが

体の芯まで届いてきました。６年生全

員による合奏は、インパクトのある出だしから壮大な曲を最後まで心を

一つに演奏していました。リコーダー奏は、それぞれが思いを込めて奏

でていて、その思いがこちらにも伝わってきました。 

《10月 24日（月） ２年「町たんけん」》 

  神戸神社、竜野駅、ボンジュールを訪

れ、それぞれの場所で働いておられる方か

ら仕事内容や建物についてお話を聞きま

した。その後、子どもたちもいろいろな質問

をして学習を深めていきました。 

《10月 25日（火）・２７日（木） 4 年「海に学ぶ体験学習」》 

  室津港に出かけ、漁船に乗せてもらっ

たり、魚を触らせてもらったりした後、室

津の町並みを散策しました。その後、道

の駅みつでは、揖保川町のいずみ会の

皆さんが作ってくださったカレーをいただ

きました。海でも少し遊びました。 

《10月 28日（金） 1 年「校外学習」》 

  姫路のセントラルパークに行きました。

サファリパークではバスで見学したり、歩

いて見学したりして、たくさんの動物を見ま

した。また、ゴンドラにも乗って上からサファ

リパーク全体を見ることができました。 

《10月３１日（月） ４年「福祉体験学習（アイマスク）」》 

  朗読ボランティア潮騒の方々に来ていた

だき視覚障害についての学習を行いまし

た。目が見えない状況で何ができて何が

不安に感じるのかといった体験や視覚障

害の人への支援方法、さらには視覚障害

者スポーツについても学習しました。 

《１１月 2 日（水） ３年「ヤッホの森登

山」》 

  ヤッホの森に詳しく、また環境保護に従

事しておられる方々からヤッホの森の魅力

について教えていただきました。そして、自

然を体全体で感じることができました。 
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《表彰》  ～みなさん、おめでとうございます～ 

★令和 4年たつの市学童美術展・発明工夫展 

  絵画の部：横山ひなた（1-1）     金田茉季（1-2） 

           山田或虎（2-1）      谷口葵（2-2） 

           西山慧（3-1）        川本一芭（3-2） 

           門﨑瑠華（4-1）      湯淺陸（4-2） 

           田中七海（5-1）      永富乃愛（5-2） 

           脊戸彩衣（6-1）      池口悠馬（6-2） 

  書写の部：中谷優那（1-1）      和田美咲（1-2） 

           八木蒼依（2-1） 岡田遥香（2-2） 前川恋菜（2-2） 

           長谷川凌生（3-1）    前田祥瑛（3-2） 

           岸義晴（4-1）        金田彰真（4-2） 

           長谷川葵彩（5-1）    加藤華凛（5-2） 

           吉田琴音（6-1）      森口結衣（6-2） 

  発明工夫の部：真野晄（2-2）    長谷川凌生（3-1） 

           隈元鈴奈（5-2）      真野成央（6-2） 

★第３８回みなぎの書道展 

  兵庫県立吉川高等学校長賞：加藤華凛（5-2）      

実行委員会賞：金田彰真（4-2）  みなぎの賞：伊藤綾我（5-2）     

みなぎの賞：岸義晴（4-1）        錬心賞：湯淺陸（4-2） 

★Jr.秋季大会 

  第３位：神部ＳＣ 

★秋季大会 

  準優勝：神部ＳＣ               優秀選手賞：山口侑大（6-1） 

★第４４会御津町バドミントン大会 

  優勝：竹内蓮（6-1）           準優勝：石川輝磨（6-1） 

  低学年の部優勝：金谷圭祐（3-2） 

★Jr.ミツバ商事杯 

  準優勝：神部ＳＣ               優秀選手賞：山下嵐史（4-2） 

★第４０回たつの市空手道大会形競技幼児・小学１・２・３年 

  第３位：岡本崚玖（1-2） 

☆神部小学校の日々の様子をＨＰで掲載しております！ 

  １１月より、神部小の日々の様子を「最新トピックス」

として、１日に 1 枚の写真と少しのコメントを掲載してお

ります。右のQR コードからご覧いただけます。 
 

 

 

 

１日 （木）   全校朝会 、ALT 来校 

２日 （金）   代表委員会、クラブ活動 

SC（ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ）来校、定時退勤日 

  ５日 （月）   SSW（ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ）来校 

  ７日 （水）   図書館見学（２年２組） 

  ８日 （木）   ALT 来校 

９日 （金）   ALT 来校、定時退勤日 

１０日 （土）   資源回収 

１１日 （日）   資源回収予備日 

１５日 （木）   ALT 来校 ストーリーテリング（2年） 

１６日 （金）   委員会活動、ALT 来校、移動図書館（返却） 

  親子読書、SC来校、定時退勤日 

１７日 （土）   青少協パトロール 

２０日 （火）   特別支援学級揖保川地区交流会 

２１日 （水）   給食終了、地区児童会 

２３日 （金）   終業式 

  ★毎月２５日は、笑顔の日「ノーゲーム・ノースマホデー」 

 

 

～心も体も生き活きと！世代を超えた交流活動を推進します～ 

【１０月２２日（土）「さつまいも収穫・グラウンドゴルフ」】 

  グラウンドゴルフでは、低学年の子どもたちは、重くて長いスティック

を一生懸命に振ってゴールを目指し、高学年の子どもたちは、いい音

を響かせながら楽しんでいました。さつまいも収穫では、掘れば出てく

る大きなさつまいもに歓声をあげながら、

掘り進めていき、収穫を楽しんでいました。

また、運営委員長さんが植えてくださった

枝豆の収穫もしました。「実りの秋」を感じ

た１日でした。 
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 この歌詞
か し

にこめられた思
おも

いや作者
さ く し ゃ

の生
お

い立
た

ちについて、五年生
ごねんせい

国語
こ く ご

の教科書
きょうかしょ

「やなせたかしーアンパンマンの勇気
ゆ う き

」で紹介
しょうかい

され

ています。やなせたかしさんは、戦争
せんそう

のつらい経験
けいけん

をもとに、正義
せ い ぎ

や命
いのち

について考
かんが

えぬいた末
すえ

に生
う

み出
だ

したのが、困
こま

った人
ひと

や傷
きず

つ

いた人
ひと

がいると真
ま

っ先
さき

にかけつけ、自分
じ ぶ ん

の顔
かお

をたべさせることで元気
げ ん き

をあたえるヒーロー「アンパンマン」でした。 



 


